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 要  旨 
現在，アナログ制御 ICが通常 DC-DCコンバータの制御のために使用されている．このアナロ
グ制御 IC では簡単な積分制御等が実行されている．また，PID や根軌跡法等によって設計され
たディジタル制御器の DC-DC コンバータへの適用が検討されている．しかしながら，これらの
技術によって DC-DCコンバータの十分なロバスト性を達成することは困難である．DC-DCコン
バータの多くの応用では，負荷は前もって特定することが出来ない．これまでは個々の負荷に対
して設計条件を変えて個々の制御器を設計し，制御系を構成して対応している．オーディオアン
プでは，出力信号によって負荷変動が起こるため，広範囲な負荷変動および入力電圧変動に対し
て過渡応答特性が劣化せず，ひとつの制御器で対応できるロバストな DC-DC コンバータが必要
とされている．本研究では，DC-DCコンバータとして車載用オーディオアンプの電源を取り上げ
る．この電源では，小型化が求められている．電源の負荷であるアンプの出力電圧変動が大きい
とき，負荷電流が大きくなるので電源電圧は大きく変動する．この変動を抑えるため，通常，キ
ャリアノイズやスイッチングノイズ除去のための LC フィルタに大きな容量のコンデンサが用い
られている．この容量を小さくすれば，電源は小型化できる．容量を小さくするために近似的 2
自由度ディジタルロバスト制御器を用いる．この制御器の設計法を示し，設計された制御器を
DSP(Digital Signal Processor)に実装する． 
本研究で用いた DSPは，一般的な DSPよりも小型ながら，高精度な ADコンバータと PWM
波生成ユニットを内蔵しており，簡単な外部回路で DC-DC コンバータの制御が可能である．ま
た，オーディオ電源は，正電源と負電源が必要である．従来研究では DC-DC コンバータの構成
上 1 つの制御器で正負両出力を制御しなければならなかったが，正負独立制御できるように
DC-DCコンバータの構成を変更した．本研究では 1つの DSPで正負両方の DC-DCコンバータ
を制御させる．これにより，小型かつ高性能な DC-DCコンバータの実現をめざす． 
